平成１５年度　第１回　総合種　技術科目

  端 末 設 備 の 接 続 の た め の 技 術 
第1問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計10点)
　(1)　デジタル式PBXが有するサービス機能について述べた次の二つの記述は、（　ア　）。　(2点)
　　A　通話中の内線をフッキングなどの所定の操作をして、通話中の呼を保留したとき、保留したその呼に、他の内線から特殊番号のダイヤルなどの所定の操作をすることにより応答できる機能は、内線リセットコールといわれる。

　　B　内線相互間で通話中のとき、通話中の内線からダイヤルなどの所定の操作をして、他の内線を呼び出し3者で同時に通話できる機能は、コールトランスファといわれる。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


　(2)　図に示すデジタル式PBXにおける空間スイッチの原理図において、制御メモリ1のタイムスロットt2に#Mと書き込まれている場合、入ハイウェイ#Mのタイムスロットt2の情報Yは、t2の瞬間にゲート（　イ　）を開くことにより、出ハイウェイ（　ウ　）のタイムスロットt2に移る。このように空間スイッチでは、ハイウェイ間のタイムスロットの乗換えを実行している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点×2=4点)
	　①　1　　 ②　2　　 ③　N　　 ④　11　　⑤　12　　⑥　1N

　⑦　21　　⑧　22　　⑨　2N　　⑩ M1
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　(3)　デジタル式PBXの交換プログラムは、処理内容により分類されており、一般に、実行管理プログラム、呼処理プログラム、（　エ　）プログラム、運用保守プログラムの四つから成る。(2点)
	　①　料金管理　　 ②　再開処理　　 ③　状態遷移　　 ④　初期設定　　⑤　試　験


　(4)　一般に、ファクシミリ装置で画信号を正しく送り、それを正しく受けるためには、送信側と受信側の走査の速度を等しくし、かつ、走査の（　オ　）を一致させる必要がある。　　　　　(2点)
	　①　振　幅　　 ②　線密度　　 ③　開始点　　 ④　磁束密度


第2問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。ただし、（　　）内の同じ記号は、同じ解答を示す。　　　　　　　　　　　　(小計10点)
　(1)　図は、アナログ伝送路に接続するデジタル形ボタン電話装置の回路構成を示したものである。図中のパッド及び時分割通話路スイッチに関して述べた次の二つの記述は、（　ア　）。　　　(2点)
　　A　外線からのアナログ信号は、トランクを経由して図中Bのパッドを通過する。このパッドは、ハイブリッドの4線化における漏話を防止している。

　　B　図中のEは、時分割通話路スイッチといわれ、外線と電話機間及び内線の電話機相互間をデジタル信号で交換接続するスイッチである。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない
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　(2)　電子式ボタン電話装置の持つ各種制御機能のうち、内線ごとの局線発着信規制や発着信内線の番号識別などは（　イ　）機能が行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　外線制御　　②　側音制御　　③　通話路制御

　④　中央制御　　⑤　割込制御


　(3)　アナログ伝送路に接続するデジタル形ボタン電話装置では、通話路がすべてデジタル化されているため、内線音源等はアナログ形の電子式ボタン電話装置と異なり、一般に、（　ウ　）により供給される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　PMDMU　　　②　トーンROM　　③　CODEC

　④　オシレータ　　⑤　メロディIC


　(4)　電子式ボタン電話装置の電源回路部には、一般に、（　エ　）が使われており、ノイズフィルタ回路は、（　エ　）から発生する雑音や商用電源からの雑音を阻止している。　　　　　　　(2点)
	　①　抵　抗　　　　②　サーミスタ　　　　　　　　　③　コイル

　④　サイリスタ　　⑤　スイッチングレギュレータ


　(5)　電子式ボタン電話装置の機能概要について述べた次の二つの記述は、（　オ　）。　　　　(2点)
　　A　電話機の内臓スピーカや、外部スピーカを通して音声で呼出しができる機能は、アッドオンといわれる。

　　B　電話機取付け・取外し処理プログラムは、一般に、ボタン電話装置に新たに電話機を取り付けたときには、電話機のシステムリセットを行い、また、電話機を取り外したときには、捕そく中の外線及び内線の話中処理を行う。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


第3問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計10点)
　(1)　即時式完全線群において、出回線数がnで1時間当たりに運ばれた呼数がC、1呼当たりの平均回線保留時間がh分であるとき、出線能率ηは（　ア　）パーセントで表される。　　　　　(2点)
	　①　
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　(2)　アーランの待ち合わせ式で、ある交換線群の出回線数がn、加わる呼数をaアーラン、平均回線保留時間をh、待ち合わせに入る確率をM(0)としたとき、平均待時間Wは（　イ　）式で表される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　
[image: image8.wmf]M(0)

´

´

a

n

h

　　②　
[image: image9.wmf]M(0)

´

´

n

h

a

　　③　
[image: image10.wmf]M(0)

´

-

h

a

n


　④　
[image: image11.wmf])

0

(

M

a

n

-

´

ｈ

　　　⑤　
[image: image12.wmf]M(0)

´

-

a

n

h




　(3)　ある回線群の午前9時00分から午前9時20分まで及び午前9時20分から午前9時50分までの、それぞれ時間帯に運ばれた呼量及び平均回線保留時間を調査したところ、表に示す結果が得られた。

　　　この回線群で午前9時00分から午前9時50分までの50分間に運ばれた呼数は、（　ウ　）呼である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　133　　②　163　　③　290　　④　326　　⑤　336


	調査時間
	9時00分～9時20分
	9時20分～9時50分

	運ばれた呼量
	20.0アーラン
	18.0アーラン

	平均回線保留時間
	200秒
	150秒


　(4)　アーランB式は、入線数無限、出線数有限のモデルにランダム呼が加わり、呼の回線保留時間分布が指数分布に従い、かつ、損失呼は（　エ　）という前提に基づき、呼損率を確率的に導く式である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　消滅する　　②　再発信する　　③　う回する　　④　待ち合わせる　　⑤　救済する


　(5)　即時式完全線群において、加わる呼数が同じならば、呼損率を小さくすればするほど、必要な出回線数は（　オ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　少なくなる　　②　変わらない　　③　多くなる


第4問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (小計10点)
　(1)　デジタル式電話交換機の加入者回路にあるBORSCHT機能には、通話電流の供給、呼出信号送出、2線／4線変換、（　ア　）等の各機能がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　呼出音送出　　②　発信音送出　　③　AC／DC変換

　④　ループ監視　　⑤　話中音送出


　(2)　デジタル式電話交換機の加入者系通話路において、同一ハイウェイ上でチャネルの時間的位置の入替えを行う時間スイッチ、複数ハイウェイ間でチャネルを入れ替えるための空間スイッチ、これらを制御する装置等で構成されている装置は、（　イ　）装置といわれる。　　　　　　　　(2点)
	　①　中継線信号　　②　集線段通話路　　③　加入者線信号

　④　共通線信号　　⑤　分配段通話路


　(3)　デジタル式電話交換機では、一般に、プロセッサを複数台用意して、制御系をそれぞれに別構成とする機能分散方式を採用しているとともに、それぞれの制御系内では（　ウ　）を行い、効率化、経済化を図っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　負荷分散　　②　独立同期　　③　集中制御　　④　ピンポン伝送　　⑤　相互同期


　(4)　通信設備の直流電力供給に広く採用されている蓄電池の全浮動方式においては、負荷電流による電圧降下を補償する各種の負荷電圧補償方式がもちいられている。それらの方式としては、（　エ　）方式、シリコンドロッパ方式、端電池方式等がある。　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　インバータ　　②　トランス　　③　ブースタ　　④　サイリスタ　　⑤　セレン


　(5)　直流供給方式の通信用電源の構成機器のうち、ある電圧レベルの直流電圧を、それとは異なる電圧レベルの直流電圧に変換する装置は、（　オ　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　変成器　　②　インバータ　　③　整流器　　④　コンバータ　　⑤　変調器


第5問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計10点)
　(1)　PBXの工事試験のうち、（　ア　）試験は、システム内に登録されているコードレス電話機（子機）で移動しながら通信を行った場合、通話中の接続装置から最寄りの接続装置の回線に切り替えながら通信が継続できることを確認する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　ローミング　　②　ハンドオーバ（ハンドオフ）　　③　TCH切替　　④　切り戻り

⑤　通　話


　(2)　ITU－T勧告V.92で新たに追加された（　イ　）機能では、上り方向（加入者側から設備センタ方向）の通信速度が、最大48キロビット／秒と規定されている。　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　クイックコネクト　　②　モデム・オン・ホールド　　③　PCMアップストリーム

　④　データ圧縮　　　　　⑤　誤り訂正


　(3)　配線工事に用いる材料について述べた次の二つの記述は、（　ウ　）。　　　　　　　　　(2点)
　　A　ブロック端子板は、ジャンクションボックス内及びフロアボックス内の隠ぺい部分での屋内配線相互の接続に使用される。

　　B　ブッシングは、フロアボックスの引き出し口の配管の先端に取り付け、ケーブル引き出しによるケーブル損傷を防止するために使用される。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


　(4)　一般的に使用されているデジタル・テスタについて述べた次の二つの記述は、（　エ　）。(2点)
　　A　交流電圧レンジの回路は、直流電圧レンジの回路に整流回路が付加された構成になっている。この整流回路は、帰還ループを持つ演算増幅器で構成され、アナログ・テスタの整流回路と比較して入力対出力の直線性が良い。

　　B　交流電圧レンジでの電圧測定では、どのような波形の交流電圧でも正確にその電圧値を測定することができる。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


　(5)　PBXの接地について述べた次の二つの記述は、（　オ　）。　　　　　　　　　　　　　　(2点)
　　A　PBXの接地に用いられる通信用接地の主な目的は、通信設備の電気回路保護や電食防止であって、装置の基準電位を大地となるべく同じにするものである。

　　B　PBXの接地に用いられる保安用接地の主な目的は、静電誘導防止である。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


第6問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計10点)
　(1)　バイポーラ伝送路符号形式は、パルスの平均電力スペクトルに（　ア　）がないこと及び電力スペクトル分布の中心周波数がほぼパルスの繰り返し周波数の
[image: image13.wmf]2

1

になることから長距離・高速度伝送に適している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　インパルス性雑音　　②　バブル雑音　　③　干渉雑音　　④　直流成分　　⑤　瞬断


　(2)　OSI参照モデルのデータリンク層においては、順序制御やフロー制御のほか誤り検出・回復処理をしながら情報転送が行われるが、データリンク層で回復不能な誤りを検出した場合には、データリンク層はその誤りを検出したことを（　イ　）に通知する。　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　相手端末　　②　伝送設備　　③　物理層　　④　ネットワーク層


　(3)　フレームリレー網におけるCIR（認定情報速度）は、通常状態で網により転送が保証される情報転送速度のことであり、ふくそう制御の基準指標としても使われており（　ウ　）ごとに設定される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　ユーザ　　②　回　線　　③　端　末　　④　フレーム　⑤　データリンク


　(4)　公衆パケット交換網についての次の記述は、（　エ　）が正しい。　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　送受信端末は、通信速度が同一でないと通信できない。

　②　伝送路の多重化は、空間分割方式が採用されている。

　③　PVCはコネクションレス型通信、VCはコネクション型通信といわれる。

　④　送受信端末は、同一伝送制御手順でないと通信できない。

　⑤　情報を送るチャネルと呼制御信号を送るチャネルは、同じチャネルが使われる。


　(5)　HDLC手順における誤り制御に関する次の記述は、（　オ　）。　　　　　　　　　　　　(2点)
　　A　一次局は、伝送フレームごとに二次局からの伝送誤りチェック結果である肯定応答又は否定応答が返ってくるまで、常に次のフレームを送信できないので信頼できるデータ伝送が行える。

　　B　CRC符号の作成と誤り検出に使うビット列は生成多項式といわれ、送信用と受信用とでは、同じ生成多項式が用いられている。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


第7問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。ただし、（　　）内の同じ記号は、同じ解答を示す。　　　　　　　　　　　　(小計10点)
(1)　ATMレイヤにおいて定義される（　ア　）は、物理レイヤに収容・多重化され、同じくATMレイヤにおいて定義される（　イ　）は、（　ア　）に収容・多重化される。　　　(2点×2=4点)
	　①　AAL　　②　PT　　 ③　VC　　 ④　VCI

　⑤　VP　　 ⑥　VPI　　⑦　HEC　　⑧ CLAD


　(2)　ITU－T勧告X.25のフロー制御において、送信側Aから受信側Bにデータパケットを送信しているとき、Bが受信シーケンス番号を“L－1”に設定したデータパケットをAに送信することは、Bでは、Aからの送信シーケンス番号（　ウ　）までのデータパケットがすべて、正常に受信できていることを示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　L－2　　②　L－1　　③　L　　④　L+1　⑤　L+2


(3)　インターネット上のWWWでは、TCP/IPプロトコル群におけるアプリケーション層のプロトコルである（　エ　）プロトコルを用いて、クライアントの要求に従い、Webページ用のデータ等がWebサーバからクライアントに転送され、Webブラウザで閲覧される。　　　　　　　　　(2点)
	　①　POP3　　②　MCP　　③　SMTP　　④　HTTP　　⑤　SNMP


　(4)　LANの相互接続を行うブリッジは、一般に、到着したデータフレーム上のヘッダにあるあて先（　オ　）を監視し、接続されているセグメントに対してデータフレームを中継するか否かの判断をするフィルタリング機能を有している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　ポート番号　　　　②　MACアドレス　　③　IPアドレス

④　シーケンス番号　　⑤　プロトコルタイプ


第8問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　(小計10点)
　(1)　HDLC手順の正規応答モードでは、一次局は、SNRMコマンドを送信することによって二次局との間に（　ア　）を開始し、二次局からの応答を監視するため、応答タイマを起動する。(2点)
	　①　初期化　　　　　　②　ポーリングシーケンス　　③　受信状態変数の設定

④　両方向交互伝送　　⑤　データリンク設定


　(2)　フレームリレー交換網によるデータ伝送に関する次の記述で誤っているものは、（　イ　）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　データリンクの識別を行う。　　②　可変長フレームの伝送を行う。

③　再送制御を行う。　　　　　　　④　データの透過的伝送を行う。

⑤　フレームの多重化を行う


　(3) ISDN基本ユーザ・網インタフェースに関する次の記述で誤っているものは、（　ウ　）である。

(2点)
	　①　Dチャネル上の複数データリンクの識別は、アドレスフィールドの端末終端点識別子とサービスアクセスポイント識別子による。

　②　Dチャネルの信号は、サービスアクセスポイント識別子の値により呼制御信号かどうかを識別できる。

　③　監視フレームは、データリンク監視制御（情報転送フレームの受信確認、再送要求、一時的送信休止要求などの制御）を行うときに使われる。

　④　端末終端点識別子は、手動でも設定できる。

　⑤　Bチャネルでは、回線交換モードのとき呼制御信号を伝送する。


　(4)　ISDN基本ユーザ・網インタフェースにおける非確認形情報転送手順に関する次の記述で誤っているものは、（　エ　）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　ポイント・ツー・マルチポイントリンクを使って通信が行われる。

　②　網から着信端末側への呼設定メッセージが伝送されるときの手順として使われる。

　③　伝送エラーの回復処理は、行われない。

　④　伝送されるフレームのTEI値は、127に設定される。

　⑤　正規応答モードで動作する。


　(5)　ISDN基本ユーザ・網インタフェースにおいて、パケット交換モードによりBチャネル上でパケット通信を行うときは、始めに発信端末と網間でDチャネルを用いてパケット通信に使用するBチャネルの設定を行う。続いて、（　オ　）プロトコルを用いてBチャネル上にデータリンクを設定する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　X.21　　②　X.25　　③　LAPD　　④　LAPF　⑤　LAPM


第9問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　  　(小計10点)
　(1)　呼の解放を行うため、切断指示を受けたパケット形態端末は、パケット交換網に対して（　ア　）パケットを送出する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　CF　　②　RNR　　③　RR　　④　CC　⑤　CI


　(2)　図は、パケット形態端末とHDLC手順を用いる非パケット形態端末との間におけるVCの接続手順について、パケット形態端末からの呼の設定シーケンスを示したものである。図中のXは（　イ　）を、Yは（　ウ　）を表す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点×2=4点)
	　①　CN(IC)パケット　　②　CAパケット　　　③　CCパケット

④　SARMコマンド　　⑤　DISCコマンド　　⑥　UAコマンド

⑦　DMレスポンス　　⑧　UAレスポンス　　⑨　UIレスポンス
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　(3)　パケット交換網は、パケット形態端末からの発呼要求に対し、呼設定が不可能な場合には、発信端末へ（　エ　）パケットを返送する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　CF　　②　CR　　③　CQ　　④　CI　　⑤　CN(IC)


　(4)　発呼要求時に申告した帯域を超えてATM端末から送出されたATMセルに対しては、トラヒックの制御が行われる。次の処理のうち、ATM網のトラヒック制御の処理に該当しないものは、（　オ　）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	①　CLPビットを“0”にする。　　②　ヘッダ内にタギングする。

③　シェーピングする。　　　　 ④　廃棄する。


第10問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計10点)
　(1)　通信用フラットケーブルは、室内のレイアウトの変更や端末装置の移動に柔軟に対応でき、また、（　ア　）の低減のためラミネートシース構造としたものが一般的である。　　　　　　　　(2点)
	　①　電磁誘導　　②　線路伝送損失　　③　漏　話　　④　通話電流


　(2)　モデムに内蔵する伝送エラー訂正手順を規定したITU－T勧告V.42では、エラー検出方式として（　イ　）方式を採用しており、誤りを検出したフレームを再送することにより、エラーフリー伝送を実現している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　パリティチェック　　②　チェックサム　　③　ハミング

④　スクランブル　　　　⑤　CRC


　(3)　ISDN一次群速度ユーザ・網インタフェースに関する次の記述は、（　ウ　）が正しい。　(2点)
	　①　配線形態は、ポイント・ツー・マルチポイントが可能である。

　②　同期方式は、独立同期方式を採用している。

　③　信号チャネルとして用いるDチャネルは、16キロビット／秒である。

　④　起動・停止手順はなく、常時起動状態にある。

　⑤　伝送符号は、基本ユーザ・網インタフェースと同様なAMI符号が用いられている。


　(4)　公衆電話網のメタリック加入者線を共用するADSL（非対称デジタル加入者線）について述べた次の記述のうち誤っているものは、（　エ　）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　メタリック加入者線をISDNの加入者線として使用しているときは、ADSLに使用できない。

　②　データ伝送に使用する周波数は、音声信号よりも高い周波数帯域を使用している。

　③　データ伝送速度は、広い周波数帯域を使用している上り方向の方が狭い周波数帯域を使用している下り方向より速い。

　④　スプリッタには、加入者線に流れる音声信号とADSL用のデータ通信信号を分離したり合成する機能がある。

　⑤　ADSLモデムには、回線の信号対雑音比（SN比）に応じて伝送速度を調整する機能がある。


　(5)　LANの媒体アクセス制御方式であるCSMA/CDでは、送信したデータの衝突を検出できるよう（　オ　）が規定されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　最少フレーム長　　　②　変調方式　　③　通信禁止時間

④　端末のクロック数　　⑤　伝送速度


解答

第1問（ア）④　（イ）⑩　（ウ）①　（エ）②　（オ）③

第2問（ア）②　（イ）④　（ウ）②　（エ）⑤　（オ）④

第3問（ア）⑤　（イ）⑤　（ウ）⑤　（エ）①　（オ）③

第4問（ア）④　（イ）⑤　（ウ）①　（エ）③　（オ）④

第5問（ア）②　（イ）③　（ウ）②　（エ）①　（オ）④

第6問（ア）④　（イ）④　（ウ）⑤　（エ）⑤　（オ）②

第7問（ア）⑤　（イ）③　（ウ）①　（エ）④　（オ）②

第8問（ア）⑤　（イ）③　（ウ）⑤　（エ）⑤　（オ）②

第9問（ア）①　（イ）④　（ウ）⑧　（エ）④　（オ）①

第10問（ア）③　（イ）⑤　（ウ）④　（エ）③　（オ）①
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